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Aヂergilusfumigatusの病原性に関する研究
関根利一(城西国際大学薬学部)
亀井 克 彦(千葉大学真菌医学研究センタヘ真蘭感染分野)
研究成果
アスペルギルス症は近年その症例数が著増しており，
特に凪液悪性疾患領域では合併症としての感染症による
死因の第一位を占めるに主っている. 本研究では本菌か
ら産生される活性物質を特定し， その感染メカニズムの
解明に寄与することを目的としている. ヒトの気道と同
様な通気性の良好な環境下で本菌を液体培地内で培養
し，培養上清を作製し，そのクロロホルム抽出物をガス
クロマトグラフイ…を用いて分析した. 活性物質の単離
はカラムクロマトグラフイ…による分間もしくは薄層ク
口マトグラブイ…りかきとりで、行った. 本商代謝産物の
中で生物活性の高いものとして gliotoxinがあり，多数の
研究報告がある. 我々はこの化合物とは異なる生物活性
物質の存在を確認しているが， 同窓のためにサンプル最
を増やしているところである. また gliotoxin
子破壊株を作成するためのプ口トプラスト作製条件の検
討などを行っている. また，本菌臨床分離株で gliotoxin
をほとんど産生しない株を入手したのでこれを用いて問
様の手法で培養上清の作製と分析， および本蘭をマウス
肺に接種し感染成立の有無をふくめ検討を行ゥた.培養
には gliotoxinのほか複数の物質の康生の低下(も
しくは消失)が見られていた. マウスの白血球細胞を用
いた細胞傷害活性の検定では培養上清の活性は著しく低
していた. 一方でマウス肺への接種で、は通常通り感染
が成立した. しかし感染肺の病理像は gliotoxin産生株と
は異なっていた. このことから gliotoxinを含めたこれら
の産生物質は感染成立には影響しないがその進展形式に
は何らかの影響を与えている可能性が示唆された.
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